
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）      シルバー人材センターだより（第 35 号）                     令和３年 10 月 

ソックモンキー 
アメリカで「ソックモンキー」という靴下人形を作

る活動があることを知った東日本大震災の被災

地の女性５人が震災の風化が危惧される中、被災

地からの情報発信のために制作を続けています。 

当センター「あるじゃんレディース」のメンバーも

それに肖りモンキー制作を始めました。出来上が

ったモンキーは台風・大雨等の被災地への寄付に

するため１体1,000円での購入をお願いし

ています。ご協力ください。 

「あるじゃん」入口でソックモンキーが皆様をお迎

えします。 

お手にとってお選びください。 

表
紙
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・① 

理
事
長
挨
拶
・・・・・・・・・・・・・・・・
② 

令
和
三
年
度
定
時
総
会
開
催 

理
事
・役
員
紹
介
・・・・・・・・・・・・・
③ 

入
会
説
明
会 

事
務
局
長
就
任
挨
拶
・・・・・・・・・・
④ 

新
職
員
紹
介 

安
全
就
業
の
取
組
・・・・・・・・・・・・
⑤ 

安
全
標
語
表
彰 

草
刈
部
会
会
員
紹
介
・・・・・・・・・・
⑥ 

コ
ラ
ム 

 

「コ
ロ
ナ
と
昭
和
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
・・⑦ 

互
助
会
だ
よ
り 

「あ
る
じ
ゃ
ん
」情
報
・・・・・・・・・
・・⑧ 

表紙題字 松本恵華書 

「あるじゃんレディー」です 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

去
る
５
月
25
日(

火)

宇
佐
市
勤
労
者

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー(

さ
ん
さ
ん
館)

で
、

第
30
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
、
３
密

を
避
け
、
各
小
学
校
区
の
地
区
代
表
と
理

事
、
役
員
、
執
行
部
の
合
計
25
名
で
の
開

催
と
な
っ
た
。（
委
任
状
３１０
名
） 

安
部
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
議
長
に
、

長
洲
地
区
の
永
尾
豊
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

議
事
に
入
り
、
松
本
事
務
局
長
よ
り
、
第

１
号
議
案
と
第
２
号
議
案
が
一
括
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
た
。
次
に
、
第
３
号
議
案
「
公
益
社
団 

 

令和３年度 第 30回定時総会 開催される！ 

理事長挨拶 議長・永尾 豊氏 

役員・理事 

第１号議案～第４号議案まで承認された。 

私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
理
事
に
就
任
し
、
そ
の

後
副
理
事
長
、
理
事
長
を
歴

任
し
て
早
七
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
色
々
な
出
来

事
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特

に
昨
年
末
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に

拡
大
す
る
中
、
本
来
の
シ
ル

バ
ー
事
業
が
出
来
ず
、
今
日

を
迎
え
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
中
、
来

年
一
月
に
は
宇
佐
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し

て
三
〇
年
の
節
目
の
年
と
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
会
員
数
、

事
業
量
と
も
大
き
く
飛
躍

し
、
県
下
に
誇
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
本
年
四
月
か
ら
は
、

県
下
で
初
め
て
の
女
性
事
務 

局
長
、
次
長
と
二
人
の
管
理 

 

公益社団法人 

宇佐市 

シルバー人材センター 

理事長 安部 政博 

職
が
誕
生
し
、
又
五
人
の

新
規
採
用
職
員
も
加
わ

り
、
総
勢
八
人
の
職
員
数

で
、
令
和
三
年
度
の
仕
事

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

又
、
事
務
局
内
部
も
昨
年

度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

明
る
い
職
場
づ
く
り
と
、

会
員
は
勿
論
、
お
客
様
に

も
愛
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

毎
日
を
頑
張
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
症
が
い

つ
終
息
す
る
か
わ
か
ら
な

い
中
、
健
康
に
十
分
留
意

さ
れ
毎
日
を
過
ご
し
て
頂

く
よ
う
お
願
い
し
、
私
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

  

法
人
宇
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ 

ー
定
款
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
審
議
の
結
果
可
決
さ
れ
た
。 

続
い
て
第
４
号
議
案
「
補
欠
役
員
の
選

任
」
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
承
認
後
、

新
役
員
が
紹
介
さ
れ
た
。
最
後
に
令
和

３
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

な
か
な
か
終
息
に
向
か
わ
な
い
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
は
あ
る
が
、
今
年
度

も
理
事
長
の
も
と
、
会
員
と
役
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
確

認
し
て
総
会
を
終
了
し
た
。 

理
事
長
挨
拶 

（2）       シルバー人材センターだより（第 35 号）                令和３年 10 月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）       シルバー人材センターだより（第 35 号）                 令和３年 10 月 

理 

事 
長 

安
部 
政
博 

 副
理
事
長 

井
上 

喜
治 

 常
務
理
事 

松
本 

好
恵 

 理 
 

事 

松
本 

兼
次 

 
 
 
 

矢
治 

伸
幸 

 
 
 
 

後
田
あ
け
み 

 
 
 

池
田 

 

等 
 
 
 
 
 

多
田
羅
純
一 

（
宇
佐
市
議
会
議
員
） 

末
宗
勇
治 

（
宇
佐
市
商
工
振
興
課
長
） 

 

監 
 

事 

園
元 

 

聡 

芳 
 

直
明 

 

理
事
・
役
員
紹
介 

入
会
説
明
会 

永
岡 

公
常 

弦
田 

満
明 

岩
水 

幸
代 

陣 
 

駿
二 

企
業
の
定
年
延
長
の
影
響
で
会
員
数

の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
シ
ル
バ

ー
の
良
さ
を
市
民
に
拡
げ
会
員
獲
得

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

入会説明会のご案内 

10月 10月 13日（水） 

11月 11月 10日（水） 

12月 12月 8日（水） 

1月 1月 12日（水） 

2月 2月 9日（水） 

3月 3月 9日（水） 

 

新
理
事
紹
介 

理事 末宗 勇治 

（市 商工振興課長） 

理事 多田羅純一 

（市議会議員） 

お
ら
れ
る
姿
を
様
々
な
所
で
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
理
事
と
し
て
、

し
っ
か
り
皆
様
方
を
後
押
し
で
き
る
様
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
御
指
導
御

鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

五
月
の
市
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
改

選
し
、
こ
の
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理

事
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

常
日
頃
か
ら
会
員
の
皆
様
方
が
活
動
さ
れ
て 

 

去
る
五
月
二
五
日
開
催
の
令
和
三
年
度
定
時 

総
会
に
お
い
て
、
理
事
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し 

た
市
商
工
振
興
課
の
末
宗
と
申
し
ま
す
。 

就
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
今
、
人
口
減
少
が
進
行
し
社
会
を 

支
え
る
世
代
が
減
少
す
る
中
で
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
や
先
達
の
豊
富
な

経
験
や
技
能
の
伝
承
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
満
載
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
高
齢
者
ひ
と
り
一
人
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
り
支
え
る
意
識
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
非
常
に
重
要
で
あ

り
ま
す
。
就
業
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
社
会
参
加
に
大
い
に
寄

与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化
、
福
祉
の
向
上
に
も
貢
献
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
注
減
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、 

新
理
事
と
し
て
微
力
な
が
ら
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
厚
情
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４
月
に
事
務
局
長
を
お
引
き

受
け
し
、
重
責
を
感
じ
な
が
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
に
５
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
宇
佐
シ
ル
バ
ー
が
発

足
し
た
30
年
前
と
は
企
業
の
定

年
延
長
を
始
め
と
す
る
社
会
構

造
の
大
き
な
変
化
に
よ
り
、
会
員

数
の
伸
び
悩
み
が
全
国
的
な
課 

事
務
局
長
就
任
挨
拶 

公益社団法人 

宇佐市 

シルバー人材センター 

事務局長 松本 好恵 

新
職
員
紹
介 東 裕己 

担当：業務（草刈） 

着任令和３年４月 

弓場 加南子 

担当：庶務 

着任令和３年４月 

山田 修一 

担当：業務（草刈） 

着任令和３年４月 

令
和
三
年
三
月
末
付 

事
務
局
長 田

山 

秀
之
様 

事
務
局
次
長 

今
仁 

丈
夫
様 

 

令
和
三
年
八
月
末
付 

 
 
 

業
務
係 

 
 
 
 
 
 
 

椛
田 

春
義
様 

 

令
和
三
年
七
月
二
日
逝
去 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
尾 

 

徹
様 

（4）      シルバー人材センターだより（第 35 号）                      令和３年 10 月 

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
当

シ
ル
バ
ー
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
、
い
か
に
会
員
を

増
や
す
か
が
鍵
で
す
。 

 

人
間
が
幸
せ
を
感
じ
る
の
は

「
誰
か
の
役
に
立
ち
、
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。」
と
、
感
じ
た
と

き
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
に
力
を
借
り
な
が
ら

「
働
く
・
学
ぶ
・
遊
ぶ
」
を
三
本

柱
に
据
え
、
健
康
で
社
会
貢
献

が
で
き
る
職
場
を
目
指
し
て
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

退
職
の
お
知
ら
せ 

賀來 靖 

担当：業務（剪定） 

着任令和３年９月 

濵小路純司 

担当：業務（草刈） 

着任令和３年９月 

「
趣
味
」
子
ど
も
と
虫
や 

魚
を
捕
り
に
行
く
こ
と
。 

「
一
言
」
皆
様
と
の
縁
を 

大
事
に
頑
張
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

「
趣
味
」
子
ど
も
の
サ
ッ
カ

ー
観
戦
・
甘
い
も
の
を
食
べ

る
。 

「
一
言
」
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

美
味
し
い
お
や
つ
の
情
報

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

「
趣
味
」
読
書 

ジ
ョ
ギ
ン
グ 

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

様
に
努
め
ま
す
。 

「
趣
味
」
ス
ポ
ー
ツ
観
戦 

（
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
ラ
グ

ビ
ー
等
何
で
も
） 

「
人
生
意
気
に
感
ず
」 

感
謝
の
気
持
ち 

を
持
ち
頑
張
り 

ま
す
の
で
よ
ろ 

し
く
お
願
い
し 

ま
す
。 

「
趣
味
」
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞 

「
人
生
再
挑
戦
」 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安
全
就
業
の
取
組 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
安
全
就
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
事
な
の
は

会
員
一
人
一
人
の
安
全
意
識
で
す
。 

「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」 

「
事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い
」 

を
モ
ッ
ト
ー
に
安
心
安
全
な 

就
業
を
心
が
け
ま
す
。 

 

し
か
し
、
昨
年
度
は
十
一
件
の
事
故
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
草
刈
時
の
飛

び
石
事
故
は
減
り
ま
せ
ん
。
安
全
委
員

会
で
は
草
刈
時
に
は
必
ず
飛
散
防
止
ネ

ッ
ト
を
使
用
す
る
よ
う
に
（
各
草
刈
班

長
に
譲
渡
済
）
注
意
喚
起
し
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
徹
底
さ
れ
ま
せ
ん
。
事

故
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
基
本
に
戻
っ
て

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

今
年
度
も
左
記
の
事
業
内
容
を
中
心

に
安
全
の
徹
底
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
た
し
ま
す
。 

安
全
就
業
推
進
大
会
の
開
催 

安
全
標
語
の
募
集 

安
全
委
員
会
の
開
催 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

安
全
運
転
講
習
会
の
開
催
（派
遣
） 

   

安全委員の紹介 

委員長 前田 和治 

副委員長 矢治 伸幸 

委 員 高畑 義孝 

委 員 江口 和博 

委 員 陣  駿二 

委 員 中島 里美 

委 員 牧野 省三 

 

安
全
の
３
原
則 

 

●
整
理
整
頓 

 

「
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
」

が
出
来
て
い
る
＝
「
躾
」
が

身
に
つ
い
て
い
る
。 

●
点
検
整
備 

「
始
業
時
や
使
用
前
、
設
備
機

械
・
主
工
具
・
保
護
具
な
ど

の
点
検
を
必
ず
行
う
」 

●
標
準
作
業 

「
安
全
に
作
業
を
進
め
る
た
め

の
基
本
ル
ー
ル
」 

★
初
心
者
の
不
慣
れ
な
作
業
★
★

熟
練
者
の
過
信
に
よ
る
手
抜
き
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
「
事
故
ゼ
ロ
」

を
構
築
し
ま
し
ょ
う
。 

 

（5）       シルバー人材センターだより（第 35 号）                    和３年 10 月 

安
全
標
語
・
表
彰 

理 事 長 賞 ひと手間を 惜しむ心に 事故が待つ 宇 佐 溝口 義喜 

安全委員長賞 急ぐ我 慌てる心が 事故を呼ぶ 糸 口 西中 トミコ 

最 優 秀 賞 安全は 人に頼るな 任せるな 津 房 安部 イツカ 

優 秀 賞 チョット待て!! 安全確認 もう一度 四日市 臼杵 良資 

優 秀 賞 安全は “急がば回れ”の ゆとりから 四日市 橋爪 俊夫 

佳 作 危機感を 持って乗り切れ！ コロナと熱中症 豊 川 本田 洋子 

佳 作 全員で 目指そう無事故の 金メダル 事務局 林  香苗 

  

令
和
３
年
度
安
全
標
語
の
募
集
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
会
員
２４
人
か
ら
６４
点
の

標
語
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
応
募
会
員 

が
例
年
よ
り
も
少
な
い
の
は 

残
念
で
し
た
が
、
審
査 

の
結
果
上
記
の
作
品
が 

選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

特
筆
す
べ
き
は
一
位
の
「
理
事 

長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
溝
口
さ
ん
、 

二
位
の
西
中
さ
ん
、
三
位
の
安
部
さ
ん
の 

三
名
と
も
８０
歳
を
超
え
て
い
る
こ
と
。
素

晴
ら
し
い
標
語
を
閃
く
ほ
ど
頭
が
冴
え
わ

た
り
お
元
気
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

三
名
と
も
口
を
揃
え
て
「
来
年
も
標
語

の
応
募
を
し
ま
す
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま

し
た
。
期
待
し
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１班班長  

矢治義男 

２班班長  

辛島二男 

３班班長  

佐藤  猛

 

６班班長  

江口和博 

５班班長  

加藤一男 

４班班長  

竹田正幸 

7班班長  

里見利幸 

指導者 

井上喜治
める 

９班班長  

都留成美 

８班班長  

前田和治

める 

中井照喜 

木村憲利 

加来 薫   荻 幸徳 

酒井正義  江口武徳 

田口基治  江本正嗣 

仙川政幸 

小野英一 

陣 駿二 

 小野正一  小野征記次 

安部徳光   岩下昭二 

月渓一誠  

狩野元俊  加藤邦昭 

末 雅太  牧野省三 

 松原 功 

小山敏彦 

茂呂田等 

中野光明 

佐々木勉 

筌口賢一 

横田親房  門脇喜美登 

佐藤信男  塚﨑喜久 

矢治徳正  松成幸年 

佐藤春紀 津崎鈴夫 

中川昭博 
吉田久義  小野田洋一 

竹内雅孝  上沼清人 

時田哲美  清輔 淳 

古園正一郎  吉松 博 

芳 直明    石川好信 

安部博文 

草刈部会・会員紹介 

会長：辛島二男  

草刈時は飛散防止ネットで石飛び事故を防ぎます 
草刈のご依頼時は 

必ずお見積りをいたします 

副会長：前田和治・佐藤 猛 

（6）       シルバー人材センターだより（第 35 号）                    令和３年 10 月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

互
助
会
だ
よ
り 

 

昨
年
よ
り
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た

め
残
念
な
が
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
互
助
会

活
動
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
互
助
会
の
主
な
年

間
行
事
は
「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
」・「
運
動
会
」・「
親
睦

旅
行
」
の
他
に
同
好
会
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
通
常
の
活
動
に
戻
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
月
に
一

度
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
「
健
康
体
操
・
コ
ス
モ
ス
会
」

が
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。 

「
自
粛
」・「
自
粛
」
の
日
々
で 

も
「
密
」
を
避
け
仲
間
と
集
う 

こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で
は
な
い 

で
し
ょ
う
か
。 

 

感
染
対
策
を
し
っ
か
り
し
て 

少
し
だ
け
楽
し
み
を
み
つ
け
ま
せ
ん
か
。 

  
 

撮影用に「マスク」外しました。 

（7）       シルバー人材センターだより（第 35 号）                 令和３年 10 月 

コ
ロ
ナ
と
昭
和
の
ヒ
ー
ロ
ー 

   

 

こ
の
会
報
が
届
く
頃
に
は
、

会
員
の
皆
様
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
二
度
終
わ
り
、
安
堵
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
ま
だ

ま
だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無
事
終
了

し
て
、
新
し
い
競
技
や
若
い
ア

ス
リ
ー
ト
の
活
躍
で
、
私
た
ち

に
た
く
さ
ん
の
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
前
回
の
夏
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
の
は
一
九
六
四
年
、
私

が
小
学
校
四
年
生
の
時
で
は

な
い
か
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

た
だ
高
揚
感
は
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
テ
レ
ビ
が
ま
だ
家
に

無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
波

春
夫
の
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

音
頭
』
が
私
に
は
、
世
界
に
向

け
て
恥
ず
か
し
い
時
代
遅
れ

の
音
楽
に
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。 マ

ス
ク
着
用
の
生
活
が
始

ま
っ
て
早
一
年
半
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。 

お
じ
さ
ん
目
線
に
な
っ
て

申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
目
元

が
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
マ
ス
ク

美
人
が
多
い
と
感
じ
ま
せ
ん

か
？
近
所
の
奥
さ
ん
だ
っ
た

り
、
娘
さ
ん
だ
っ
た
り
、
日
頃

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
一
緒

に
活
動
し
て
い
る
女
性
も
、
た

と
え
ば
ス
ー
パ
ー
で
す
れ
違 

っ
て
も
気
が
付
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
か
で
会
っ

た
よ
う
な
気
が
し
て
振
り
返

っ
て
も
向
こ
う
も
気
づ
い
て

な
い
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
お
互
い
、
何
処

の
誰
か
と
気
付
か
な
い
世
界

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

す
で
に
私
達
は
、
昭
和
の
ヒ
ー

ロ
ー
月
光
仮
面
が
活
躍
し
た

時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で
す
。 

「
ど
こ
の
だ
れ
か
は
知
ら
な
い

け
れ
ど
、
誰
も
が
み
ん
な
知
っ

て
い
る
」 

こ
の
矛
盾
し
た
歌
詞
と
、
白
い

布
を
タ
ー
バ
ン
の
よ
う
に
頭

に
巻
き
、
口
元
に
も
し
っ
か
り

と
息
も
で
き
な
い
ほ
ど
覆
い
、

濃
い
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、
体

に
密
着
し
た
白
い
タ
イ
ツ
に

マ
ン
ト
、
二
丁
拳
銃
に
バ
イ

ク
、
額
に
は
魔
よ
け
の
よ
う
な 

月
、
こ
れ
ほ
ど
の
感
染
症
対
策

は
な
い
で
し
ょ
う
。 

そ
の
後
、
昭
和
の
ヒ
ー
ロ
ー
は

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
代
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は

全
身
ビ
ニ
ー
ル
の
よ
う
な
素

材
で
出
来
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

で
完
全
な
防
御
服
で
す
。 

私
た
ち
は
月
光
仮
面
や
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
が
ヒ
ー
ロ
ー
の

時
代
に
は
後
戻
り
で
き
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
後
と
い
う
こ
と
が

言
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
マ
ス

ク
美
人
は
そ
の
ま
ま
で
魅
力

的
で
良
い
の
で
す
が
、
た
だ
以

前
の
よ
う
に
消
費
経
済
だ
け

を
追
及
す
る
社
会
が
そ
の
答

え
で
し
ょ
う
か
？
無
観
客
の

中
で
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
・
閉
会
式
を
見
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

会員番号 

1939 

芳賀信幸 

（柳ヶ浦） 

♪どーーこのだーーれか♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報「シルバーうさ」第 3５号 

●発行：令和３年 10月 1日 

●発行：公益法人 

    宇佐市シルバー人材センター 

    〒879-0471 

    宇佐市四日市 263-1 

    TEL 0978-33-5005  

FAX 0978-34-9888 

●会員数：男性 28７人  

女性 110人    

計  39７人 

の
幕
は
閉
じ
ら
れ
た
。
開
催
中

は
世
界
の
願
い
は
一
つ
、
安

全
・
安
心
な
大
会
で
あ
る
事

を
、
そ
し
て
無
事
終
了
す
る
こ

と
を
。 

◇
さ
て
、
当
シ
ル
バ
ー
に
於
い

て
は
四
月
よ
り
新
メ
ン
バ
ー

で
ス
タ
ー
ト
し
、
五
月
に
総
会

を
終
え
た
。
今
年
度
も
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
今
の
現
状
を
会
員
に

も
ど
う
伝
え
る
か
広
報
活
動

が
重
要
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も

望
む
の
は
一
日
も
早
い
通
常

の
シ
ル
バ
ー
事
業
の
運
営
と

思
う
一
方
、
会
員
減
少
の
中
、

今
後
募
集
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。 

（
記
・
加
藤
邦
昭
） 

あるじゃん        くらぶ 

ハンドメイドショップ「あるじゃん」情報 

OPEN 毎週（火）・（水）・（木）・午前 10時～午後 3時半 

 

令
和
２
年
５
月
に
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
オ
ー
プ
ン
し
た
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
る
じ
ゃ
ん
」
が
無

事
、
一
周
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
や
雑
誌
等
の
取
材
が
相
次
ぎ
、
好

調
な
滑
り
出
し
の
中
、
会
員
の
口
コ

ミ
に
よ
る
集
客
や
、
男
性
会
員
を
中

心
と
し
た
「
ち
ょ
っ
と
コ
ー
ヒ
ー
飲

み
な
が
ら
《
ひ
と
い
き
》」
と
い
う

憩
い
の
場
、
そ
ん
な
会
員
が
ほ
っ
と

で
き
る
サ
ロ
ン
へ
と
成
長
し
ま
し

た
。 

 

そ
ん
な
折
、
シ
ョ
ッ
プ
経
営
を
検

討
し
て
い
る
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
、
事
務
局
長

が
先
日
、
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。 

「
経
費
を
抑
え
つ
つ
も
会
員
や
市

民
と
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
お
り

参
考
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

女
性
は
情
報
の
発
信
源
で
す
。

「
あ
る
じ
ゃ
ん
」
を
活
用
し
た
女
性

を
中
心
と
し
た
会
員
獲
得
を
目
指

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ミ
ニ
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
当
紙
表
紙
の
「
あ
る
じ
ゃ
ん
レ

デ
ィ
ー
」
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

「あるじゃん」フランス語で銀（シルバー）の意味 

大分市シルバー・視察 

右：大分市理事長（県シ連理事長） 

左から２人目：大分市局長 

（8）       シルバー人材センターだより（第 35 号）                  令和３年 10 月 

会報編集委員 

編集長 加藤 邦昭 

委 員 佐藤 忠純 

委 員 弦田 満明 

委 員 芳賀 信幸 

委 員 後田あけみ 

 

編
集
後
記 

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
本
格
的
に

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
国
民

の
す
べ
て
の
人
が
接
種
を
終

え
る
の
は
何
時
の
事
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
中
、
七
月
二
十
三

日
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

幕
さ
れ
、
又
、
八
月
二
十
四
日

に
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
一
応
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

作品を手に取る 

江藤理事長 


